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1．はじめに
現在担当している総合病院の建設プロ

ジェクトは、既存病院がある敷地内で

既存棟の解体工事と新病院の建設工事

を繰り返すステップとなっており、新

病院建設工事前に既存病院の各種イン

フラ盛替え工事を実施した。

特に病院建物のインフラ盛替えにおい

ては、人命を預かり24時間稼働してい

る建物となるため、工事の影響を最小

限に抑える必要がある。本件では稼働

中の既存病院のインフラ盛替え工事に

おいて排水配管を不断水で盛替えた施

工の取り組みについて紹介する。

2．解決すべき課題と目標
既存棟解体時・新病院棟建設時に、稼

働中である既存病院棟の排水配管が干

渉するため盛替えが必要となった。系

統数は地上階分となる38系統である。

排水配管の盛替え工事では、通常断

水・排水停止を伴うが、以下3点の課

題によりそれが困難な状況であり、患

者やスタッフを含めた建物利用者に配

慮し、効率的かつ建物への影響を最小

限に抑えた施工を行う必要があった。

① 病院内の約50の部門ごとに断水条件

が異なり完全な排水停止が困難であ

ること。断水条件例として、外来は

休日のみ断水可、透析・臨床検査は

日曜のみ断水可、手術は状況による

が手術中は断水不可、病棟は24時間

稼働につき断水困難となっている。

② 配管切断時の騒音・振動を考慮し、

夜間作業ができないこと。

③ 既存図面等の情報不足により断水範

囲の完全把握が困難であること。

今回の最大の課題は、稼働中の病院で

あるという建物の特性上、配管盛替え

時に断水・排水停止ができないという

ことであり、それに対し、建物の排水

機能を停止させない、または停止を最

小限に抑え盛替え工事を完了させるこ

とを目標とした。

3．課題解決の方策
課題解決の方策として、既製品にはな

い『FRP排水二分割桝』を開発した。

図1に製作図面と写真を示す。開発の

ポイントは以下3点である。

① 不断水で排水配管の盛替えが可能で

あること。

② 既存納まりに合わせた自由度の高い

加工が可能であること。

③ 水で腐食しない耐食性と強度を有

し、軽量で施工性に優れているこ

と。

図 1　製作図と製作状況写真

4．実施内容
今回開発した『FRP排水二分割桝』を

用い、既存棟の地下躯体解体前に既存

病院棟ドライエリア内にて該当の全て

の排水配管を盛り替えることとした。

『FRP排水二分割桝』は、FRP（繊維強

化プラスチック）素材を採用し、桝

側部材と蓋側部材の二分割構成とし

た排水桝である。FRP素材は、当初計

画のステンレスや他素材に比べ、総合

的に最適な材質であるといえる。図2

に材質比較表を示す。桝の部材を二分

割にすることで、桝側部材を盛替え対

象である既存排水配管の下部に先行で

設置し、盛替え用の排水配管を事前に

接続することが可能となる。これによ

り、盛替え作業時に切断した既存排水

配管から水が流れてきても下部の桝で

受け、適切に排水することが可能とな

り、不断水での盛替えを実現する。図

3に不断水での排水配管盛替え手順を

示す。一般的な方法となる配管接続で

の盛替えの場合は、既存配管切断時か

ら盛替え用配管への接続までの間、断

水が必須となり、建築主のニーズに合

致しない。

図 2　材料比較表

5．成果・効果の確認検証
『FRP排水二分割』を開発し、活用した

ことにより以下の効果が得られ、目標

水準を達成した。図4に排水配管盛替

え方法ごとの評価比較を示す。

V： 病院各部門の断水条件を満足し、

地上階38系統全ての排水配管にお

いて不断水での盛替えを実現した。

また盛替え後の建築主からの改善

要望0件を継続している。

Q： メーカーと協業し、計画通りの仕

様で排水桝の製作を実現した。ま

た排水配管盛替え作業時、盛替え

後の漏水を含む設備機能障害の発

生0件を継続している。

C： FRP素材の採用により、材料費全体

として約61%低減した。

D： FRP素材採用での軽量化により、搬

入据付時の施工性が向上し、工数

を約48%低減した。

S： FRP素材採用での軽量化により、搬

入据付時に揚重機が不要となり安

全性が向上した。

E： 少人化・揚重機不要により、作業

員の車両通勤や揚重機移動時の燃

料消費量を低減し、概算でCO2排出

量を268.9kg（杉の木19本分）削減

した。

※ CDSEの評価は当初計画していたス

テンレス素材を採用した場合との比

較とした。

図 4　配管盛替え方法ごとの評価比較

6．成果の水平展開
今回開発した『FRP排水二分割』の活用

により、断水・排水停止が困難な稼働

中の建物において、不断水・排水停止

なしで排水配管を盛替えることが可能

となる。屋内活用時の耐火区画への対

応や音の透過問題、耐熱性等を改善す

ることで活用の幅がより広がると考え、

改良の計画を進める所存である。また

今回の取り組みで開発した『FRP排水

二分割』は特許を出願済みである。
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■青年技術者のことば

私は設備技術者として『関わる全

ての人の想いに耳を傾け、対話す

ること』を大切にしています。こ

れまで、いくつかの病院建設プロ

ジェクトを担当し、数多くのス

テークホルダーの想いをかたちに

すべく邁進してきましたが、病院

建物においては、特性上24時間稼

働し、人の命を預かる重要な建物

となるため、特に意識して建築主

のニーズや要求性能を満足できる

よう適切な計画と施工に尽力して

きました。特に今回の取り組みで

ある稼働中の病院におけるインフ

ラ盛替え工事においては、居なが

らの工事でより医療現場に近い

方々の生の声をお聞きし、人の命

の重みをより身近に感じながら、

それを反映した工事計画の立案と

工事の調整・実践をすることがで

き、大変良い経験となりました。

今後も、これまでの経験を糧とし

て柔軟な考えと発想を持ち、全

てのステークホルダーの想いに耳

を傾け、対話をして課題解決でき

る設備技術者として、さらなる知

識の習得と技術力の強化を図りま

す。そして、今後の建設業界全体

の発展に貢献できる人材となれる

よう成長し続けたいと考えます。
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稼働中の病院における排水配管盛替え時の施工の取り組み

図 3　FRP排水二分割桝を活用した不断水での排水配管盛替え手順


